
11
2018
No.958

広報りっとう

おにぎり、おいしいね！

　金勝小学校では、月に１度「おにぎり弁当日」を実施。「お米そ
のもののおいしさを味わってほしい」「『食』への感謝の気持ちを
持ってほしい」「災害時のことを想定し、万が一の時の備えができ
るように」との思いで始まりました。
　この日、子どもたちはおにぎりだけを昼食に持参。素材のうまみ
をみんなでいただきます。

今月の主な内容
・まちづくりの功労者を表彰
・学校図書館をリニューアル
・市長からのメッセージ

特集：うますぎる！ 栗東の学校給食
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栗
東
市
川
辺
に
あ
っ
た
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
高
野
に
新
し
い
学
校
給
食

共
同
調
理
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
市
内
９
つ
の
小
学
校
、
６
つ

の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
幼
児
園
に
加
え
、

市
内
３
つ
の
中
学
校
へ
の
給
食
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
の
特
徴
は
、

◦
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
専

用
調
理
室
が
あ
り
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

（
乳
・
卵
）
除
去
食
の
提
供
が
可
能
に

な
っ
た

◦
炊
飯
設
備
が
あ
り
、
調
理
場
で
炊
い

た
温
か
い
米
飯
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た

　

こ
と
な
ど
で
す
。

　

給
食
で
は
、
栗
東
産
や
滋
賀
県
産
の

食
材
を
積
極
的
に
使
用
。
米
飯
は
す
べ

て
栗
東
産
米
で
す
。
献
立
表
や
給
食
時

の
放
送
で
も
紹
介
し
、
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
を
考
え
な
が

ら
、毎
日
の
献
立
を
考
え
て
い
る
の
が
、

栄
養
士
の
皆
さ
ん
。

　
「
栗
東
産
や
滋
賀
県
産
の
野
菜
を
可

能
な
限
り
使
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
意
識
し
て
食
べ
て

①調理の様子が見える見学スペースを設けています②「食育コーナー」では子ども
たちから届いた手紙などを展示。「この施設を生きた教材にします」と職員

各園・学校と
調理場が毎
日やりとり
する「給食
連絡ノート」。

おいしいご飯
が評判です。

うますぎる！ 栗東の学校給食
　９月、新しい学校給食共同調理場が完成し、市内中学３校で９年振りに給食を再開。
弁当の日も残しながら、食育を推進しています。
　学校給食には、まちの「うまい！」が詰まっています。

炊
き
た
て
米
飯
を
子
ど
も
た
ち
に

施
設
全
体
を
生
き
た
教
材
に

１２ うまい
施設
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◦◦うますぎる！ 栗東の学校給食◦◦

　

給
食
の
一
例
と
し
て
、
９
月
18
日

は「
栗
東
食
材
の
日
」「
滋
賀
県
の
日
」

で
し
た
。
お
米
、
と
う
が
ん
、
じ
ゃ

が
い
も
が
栗
東
産
、
米
粉
が
滋
賀
県

産
。
子
ど
も
た
ち
が
、
地
元
で
育
て

ら
れ
た
食
材
に
感
謝
し
な
が
ら
、
給

食
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「安全でおいしい！学校給食でみんな元気いっぱい！」。愛情が詰まったメニューが今日も各園や小・中学校に届けられています。
温度管理ができる設備で、温かい料理はより温かく、冷たい料理も冷たく提供。おいしいメニューに子どもたちも笑顔。

ごはん

ポテト
サラダ もろこの

カレー揚げ

牛乳

とうがんの
みそ汁

お
い
し
い
ね
！
栗
東
産

お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に

食
育
推
進
の
重
要
な
施
設

く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
献
立
表
に
も

記
載
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
施
設
に

な
っ
て
か
ら『
ご
飯
が
お
い
し
い
！
』

と
い
う
声
が
多
く
届
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
全
体
を
生

き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
、
食
の
楽
し

さ
を
給
食
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

　 市 で は、 平 成27年 ３ 月 に
「第２次栗東市食育推進計画」
を策定。「おいしく食べて、心
も体も健康に！」を目指す姿と
して、平成27年度から５年間
の計画を定めています。
　家庭での調理や弁当づくり
の体験を推進するとともに、
給食の食べ残しを減らすた
め、食の大切さを子どもや保
護者に伝えることなどに取り
組んでいます。

９月18日・小学校のメニュー

　
「
食
べ
る
こ
と
は
一
生
続
く
大
切

な
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
ま
で
を
考
え
た
献
立
に

し
て
い
ま
す
。
素
材
の
味
を
い
か

し
、
栄
養
面
を
考
え
た
組
み
合
わ
せ

の
提
案
を
す
る
こ
と
で
、
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
が
今
後
の
家
庭
で
の
食
事
の

参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
」
と
続

け
る
栄
養
士
の
活
動
は
、
学
校
給
食

共
同
調
理
場
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
し

た
食
に
関
す
る
指
導
、
毎
月
１
回
発
行
さ

れ
る
「
給
食
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
と
家
庭
に
向
け
て
、
食
と
健
康
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
推
進
の
一
翼

を
担
う
施
設
に
、
さ
ら
な
る
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｂ
Ｂ
Ｃ
び
わ
湖
放
送 

栗
東
市
広
報
番

組
「
う
ま
す
ぎ
る
栗
東
～
新
し
い
学

校
給
食
共
同
調
理
場
が
完
成
！
～
」

・
放
送
日
時
…

　

11
月
３
日
㈷ 

18
時
５
分
～
18
時
10
分

・
再
放
送
…

　

11
月
10
日
㈯ 

18
時
５
分
～
18
時
10
分

※
番
組
終
了
後
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
動
画
配
信
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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特
別
給
食
と
し
て
、
毎
年
冬
に
鍋
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
生
産
者
や
給
食
調
理
員
と
と

も
に
鍋
を
囲
み
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
お
鍋

５年生：ほのぼの鍋 ４年生：菜めし田楽とおでん鍋
江戸時代、東海道にある目川立場の名物だった

「豆腐田楽」と「菜めし」。田楽からおでんが派生
したと言われています。

「学校給食の新メニュー」料理コンクールで、「白菜と
ベーコンの洋風鍋」が採用され、児童が「ほのぼの
鍋」と命名しました。平成２年度からの伝統メニュー。

栗
東
産
白
菜
な
ど
野
菜
た

っ
ぷ
り
で
、
一
日
に
必
要

な
野
菜
の
半
分
の
量
が
と

れ
る
！

栗
東
の
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
豆
腐
田
楽
、
菜
め
し
、

お
で
ん
を
い
た
だ
き
ま
す
!

愛情たっぷりの安心・安全な米や野菜をたくさん食べてね
　

給
食
で
は
、
積
極
的
に
地
元
産
を
使

い
、
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◦
米
飯
…
す
べ
て
栗
東
産
で
、
滋
賀
県

の
「
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
認
証

を
受
け
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用

◦
野
菜
…
栗
東
産
の
野
菜
は
、「
栗
東
食

育
フ
ァ
ー
ム
の
会
」
の
野
菜
を
使
用
。

「
栗
東
食
育
フ
ァ
ー
ム
の
会
」は
、「
子

ど
も
た
ち
へ
の
安
全
な
地
元
食
材
の

提
供
」
と
い
う
目
的
で
、
平
成
21
年

設
立
。現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
32
人
で
、

白
菜
、
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

12
品
目
、
１
万
４
０
３
５
㎏
を
学
校

給
食
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

生
産
者
の
思
い
を
乗
せ
て

　

も
と
も
と
広
島
県
で
漁
師
を
し

て
い
ま
し
た
。
３
年
前
、
結
婚
を

機
に
栗
東
に
移
り
住
み
、
農
業
に

挑
戦
。「
栗
東
ま
ー
ち
ゃ
ん
農
園
」

を
始
め
ま
し
た
。

　
「
栗
東
食
育
フ
ァ
ー
ム
の
会
」
の

一
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
野
菜

を
届
け
て
い
ま
す
。

　

自
分
に
も
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る

の
で
、「
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
っ
た
、

お
い
し
い
旬
の
野
菜
を
子
ど
も
た
ち

に
届
け
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
い

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
東
の
野
菜
を
食
べ
て
、
地
域

を
知
っ
て
、
ま
ち
を
も
っ
と
好
き

に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。
お
い
し
い
栗
東
産
野
菜
を
私

た
ち
が
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

　

上
砥
山
営
農
組
合
は
、
平
成
26
年

に
農
事
組
合
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

水
田
面
積
は
55
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
先

人
の
努
力
で
肥
沃
な
大
地
を
圃
場

整
備
し
た
美
田
で
す
。

　

緑
豊
か
な
金
勝
山
系
と
森
林
か

ら
湧
き
出
る
清
水
が
お
い
し
い
米

の
源
。
県
の
「
環
境
こ
だ
わ
り
農

産
物
」
の
認
証
を
受
け
た
米
を
精

魂
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　

金
勝
米
は
、
近
江
の
米
産
地
と

し
て
古
来
か
ら
有
名
で
、
関
西
の

米
問
屋
が
金
勝
の
生
産
地
を
確
認

し
て
買
っ
て
い
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

　

給
食
で
金
勝
の
米
の
お
い
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
大
人
に
な
っ

て
も
「
栗
東
の
お
米
は
お
い
し
か
っ

た
」
と
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

継
承
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

　野菜

三浦 雅博さん（東坂）

米

上砥山営農組合の皆さん

うまい
作り手

環境こだわり農産物

環境こだわり農産物
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◦◦うますぎる！ 　栗東の学校給食◦◦

７月５日のおにぎり弁当の日、お弁当作りをした人は62％
92％の生徒が取り組みました（調査人数375人）

■お弁当づくりをした人…62％
　①感謝の気持ちを込めて、自分と家族分を作
　　った…６％
　②家族の負担を少なくし、自分のお弁当は自
　　分で作った…24％
　③おうちの人と一緒に弁当作りにチャレンジ
　　した…32％
■お弁当は作らなかったが、「ありがとう」の
　一言を伝えた、弁当箱洗いをした人…30％

＜生徒の感想から＞
・３年生になるとおにぎり作りに慣れてきて、

ある程度きれいにできるようになってきま
した。

・毎日家族の分を作ってくれてすごいです。た
まには自分の分だけでも作ろうと思いました。

＜保護者の感想から＞
・栄養面や彩りを話しながら、一緒に作れて、

楽しかったです。
・妹のお弁当をデザインから作成まで心を込

めて作ってくれた姿に成長を感じました。

年２回、全校でお弁当づくりにチャレンジ ～葉山中学校～

①玄関廊下には力作を写真紹介しています。校長先生や教頭先生のお弁当紹介も②おにぎり弁当日に先がけ、２年生が調理実習で
おにぎりを作りました③アイデアあふれる数々。みんなでおいしくいただきます。

年
２
回
、
自
分
で
作
る
弁
当
の
日

弁
当
の
日
を
想
定
し
た
調
理
実
習

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

　

市
で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ

く
む
こ
と
な
ど
を
目
指
し
、
週
１
回
の

弁
当
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
葉
山
中
学
校
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
年
に
２
回
「
自
分
で
作
る
弁

当
の
日
」
を
実
施
中
。
７
月
は
「
お
に

ぎ
り
弁
当
の
日
」
と
し
て
、
ま
た
、
11

月
は
学
校
独
自
の
食
育
週
間
に
あ
わ
せ

て
弁
当
づ
く
り
を
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
で
作
る
」
と
は
、「
お
か
ず
を
一

品
で
も
自
分
で
作
る
」「
調
理
は
し
て
い

な
い
が
、
お
弁
当
に
お
か
ず
を
自
分
で

詰
め
る
」
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
生
徒

が
で
き
る
範
囲
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「『
お
弁
当
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
食

の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
見
直
そ
う
』『
家

族
や
食
物
生
産
者
な
ど
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
と
う
』
と
取
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
2
年
生
に
は
お
に
ぎ
り
弁
当

の
日
を
前
に
、
総
合
学
習
の
食
育
と
し

て
調
理
実
習
も
し
て
い
ま
す
」と
語
る
、

養
護
教
諭
の
田
中
輝
美
さ
ん
。

　

７
月
５
日
の
「
お
に
ぎ
り
弁
当
の
日
」

を
想
定
し
、
２
年
生
は
事
前
に
お
米
の
歴

史
、
お
い
し
く
炊
く
方
法
な
ど
を
学
習
。

調
理
実
習
に
向
け
、具
材
を
考
え
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
鮭
フ
レ
ー
ク
、
ケ
チ
ャ
ッ

　
「
毎
年
、
11
月
の
食
育
週
間
で
は
、
道

徳
や
食
育
だ
け
で
な
く
、
各
教
科
の
中

で
も
『
食
』
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

持
っ
て
い
ま
す
。
８
年
間
の
取
組
み
で
、

昨
年
度
の
お
弁
当
の
日
に
は
平
均
す
る

と
約
55
％
の
生
徒
が
お
弁
当
づ
く
り
に

関
わ
り
ま
し
た
。
作
る
こ
と
は
で
き
な

く
て
も
、
弁
当
箱
を
洗
っ
た
り
、
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
生
徒
も
平
均
す
る

と
約
24
％
い
ま
し
た
。『
大
変
な
の
に
朝

早
く
起
き
て
作
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
』『
毎
日
は
難
し
い
の
で
、
１
週

間
に
１
回
は
“
あ
り
が
と
う
”
を
言
お

う
と
思
う
』『
ま
た
手
伝
い
た
い
』
と
い

う
生
徒
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
『
食
の
自
立
』
や
『
感
謝
の

心
』
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た

ら
」
と
続
け
る
田
中
養
護
教
諭
。

　

弁
当
づ
く
り
が
、
感
謝
の
気
持
ち
や
食

へ
の
関
心
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。

プ
ボ
ー
ル
な
ど
、
具
材
を
は
じ
め
形
に

も
工
夫
を
凝
ら
し
た
お
に
ぎ
り
が
完
成
。

こ
の
実
習
を
受
け
、
７
月
５
日
に
向
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
中
身
を
考
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
自
が
弁
当
を
持
参
。
２
年
生

か
ら
は
「
実
習
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は

自
分
で
き
れ
い
に
握
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１ ２２

３うまい
学校行事
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ま
ち
づ
く
り
の
功
労
者
を
表
彰

　

10
月
8
日
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
各
方
面
で
市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
（
自
治
功
労
1
人
、

社
会
功
労
48
人
と
8
団
体
、
感
謝
状
2
団
体
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
順
不
同
・
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
、功
績
の
あ
っ
た
主
な
活
動
分
野
ま
た
は
業
績
で
す
。

　

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功

績
顕
著
な
人

▽
澤　

光
納
（
消
防
団
員
）

　

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績

顕
著
な
人
・
団
体

▽
長
澤
悦
郎
（
自
治
会
長
）

▽
加
藤
孝
由
（
自
治
会
長
）

▽
覀村
政
之
（
自
治
会
長
）

▽
上
田
玄
雄
（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
伊
勢
村
修
（
農
業
振
興
会
会
長
）

▽
石
田　

勝
（
図
書
館
協
議
会
会
長
・

委
員
）

▽
北
川
幸
穂
（
健
康
推
進
員
）

▽
髙
島
美
代
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
中
村
由
理
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
岡
野
や
よ
い
（
健
康
推
進
員
）

▽
市
川
秀
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
三
浦
正
枝
（
健
康
推
進
員
）

▽
島
田
さ
と
美
（
健
康
推
進
員
）

▽
谷
口
昭
次
（
テ
ニ
ス
協
会
役
員
）

▽
里
内
英
幸
（
野
球
連
盟
役
員
）

▽
堀
池
清
子
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
役
員
）

▽
青
木
貞
雄
（
観
光
物
産
協
会
役
員
）

▽
奥
村
ひ
ろ
み
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
）

▽
南
原
佳
子
（
登
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

▽
吉
原
み
ち
子（
更
生
保
護
女
性
会
役
員
）

▽
武
村
静
文
（
保
護
司
）

▽
太
田
賢
司
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
國
松
靖
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
柴
田
美
知
代（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
上
田
叔
那（
生
活
環
境
保
全
推
進
員
）

▽
寺
田
一
子（
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
運
営
）

▽
マ
ミ
ー
ズ
バ
ン
ド
奏
（KA

N
A

D
E)

（
楽
器
演
奏
に
よ
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
）

▽
竹
（
楽
器
演
奏
に
よ
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

▽
ぼ
ち
ぼ
ち
（
小
物
な
ど
の
作
成
に
よ

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
二
湖
の
会
（
二
胡
の
演
奏
に
よ
る
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
栗
東
ふ
ぁ
ざ
～
ず
倶
楽
部
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

▽
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
市
民
学
芸
員

の
会（
博
物
館
の
事
業
運
営
に
寄
与
）

自
治
功
労

社
会
功
労

▽
西
村
惠
美
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
山
本
千
代
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
國
松
哲
朗
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
田
代
一
也
（
ひ
だ
ま
り
の
家
運
営
審

議
会
委
員
・
会
長
）

▽
渡
邉
惠
美
子
（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
隊
員
）

▽
服
部
順
子
（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
隊
員
）

▽
千
代
光
男
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
泉
一
夫
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
三
島
光
代
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
茅
島
康
彦
（
交
通
安
全
協
会
治
田
東

支
部
交
通
指
導
員
）

▽
大
﨑
啓
子
（
統
計
調
査
員
）

▽
廣
瀬
國
子
（
統
計
調
査
員
）

▽
川
上
結
美
（
統
計
調
査
員
）

▽
大
阪
幸
子
（
介
護
相
談
員
）

▽
太
田
和
男（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
）

▽
大
谷
清
明
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
内
記
一
彦
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
髙
田
健
男
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
山
口　

伸
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
池
田
昭
則
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
安
達
健
治
郎（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
島　

孝
志
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）
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市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
栗

東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
は
、
50
～

80
代
の
隊
員
23
人
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

昭
和
55
年
に
発
足
以
来
、
市
内
の
幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
大
型
紙
芝
居
を
使

っ
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
、
栗
東

駅
な
ど
で
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

～
隊
長
か
ら
の
ひ
と
こ
と
～

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

交
通
事
故
の
件
数
が
減
っ
て
く
る
と
、

啓
発
活
動
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
交
通
安
全
の
意

識
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も

積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
隊
員
の
募
集
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は
土
木
交

通
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

問
土
木
交
通
課 

交
通
対
策
係

　

☎
551-

０
２
９
１　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

交
通
安
全
啓
発
活
動
中

▶
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
で
路
上
啓
発
活
動
。

警
察
官
や
中
学
生
た
ち
も
一
緒
に
啓
発
し
ま
し
た
。

「
事
故
に
遭
わ
な
い
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
」
よ
う
に
安
全
確
認
し
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

感
謝
状

問
元
気
創
造
政
策
課 

秘
書
係

  

☎
551-

０
１
０
２ 

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

▽
栗
東
市
商
工
会
女
性
部
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

▽
栗
東
市
商
工
会
青
年
部
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

　　　

特
に
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
、
ま
た

は
公
益
の
た
め
、
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
人
・
団
体

▽
公
益
財
団
法
人 

河
本
文
教
福
祉
振

興
会
（
多
額
の
寄
付
）

▽
大
宝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
多
額
の
寄
付
）

飲酒運転撲滅の啓発活動
　

９
月
22
日
、
草
津
市
の
Ａ
・

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
で
、
交
通
安
全

啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。「
道
路
に
安
全
で
笑
顔
の

花
を
咲
か
せ
る
」
と
の
願
い

を
込
め
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

植
花
や
来
場
者
に
花
の
種
と
交

通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
の
手
渡
し

で
、
交
通
事
故
防
止
な
ど
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

本
市
の
交
通
死
亡
事
故
は
、

9
月
末
現
在
で
９
３
6
日
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
少
し
な
ら

大
丈
夫
」
そ
の
軽
い
気
持
ち
が

命
取
り
に
な
り
ま
す
。
飲
ん
だ

ら
「
運
転
し
な
い
」「
運
転
さ
せ

な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

表彰された皆さんを代表して澤さん（自治功労）
が謝辞を述べられました。
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学
校
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

学
校
図
書
館
に
は
、「
読
書
セ
ン

タ
ー
」「
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
学
習
セ
ン

タ
ー
」
と
い
っ
た
３
つ
の
機
能
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
図
書
館
は
、「
読

書
の
場
」
と
し
て
主
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、現
在
は
、児
童
生
徒
が
「
情

報
を
活
用
し
て
主
体
的
に
学
習
す
る

場
」
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
に
告
示
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
で
も
、「
こ
れ
か
ら
の
学

校
図
書
館
に
は
、
読
書
活
動
の
推
進
に

加
え
、『
調
べ
学
習
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
教
科
の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
言
語
活
動
や
探
究
活
動
の
場
と

な
り
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
資
す
る

役
割
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
役
割
が
い
っ
そ
う
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
落
ち
着
い
て
本
が
読
め

る
環
境
、
知
的
好
奇
心
が
育
つ
、
開
か

れ
た
学
び
の
場
に
整
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

学
校
図
書
館
の
充
実

問
学
校
教
育
課 

  

☎
551-

０
１
３
０ 

ＦＡＸ 

551-

０
１
４
９

み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
た 

学
校
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
「
学
校
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
と

は
、
蔵
書
を
日
本
十
進
分
類
法
に
従
っ

て
整
理
、
配
列
し
直
し
、
書
架
用
サ
イ

ン
を
入
れ
て
、
書
架
に
ど
ん
な
テ
ー
マ

の
図
書
が
並
ん
で
い
る
か
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
、『
調
べ
学
習
』
を
行
う

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
図
書
館
活

用
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
～
29
年
度
に
か

け
て
大
宝
小
学
校
、
治
田
東
小
学
校
、

葉
山
中
学
校
の
３
校
で
図
書
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
３
年
間
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
市
立
図
書
館
と
連
携
し

て
新
た
に
３
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
に
、
大
宝
西
小
学
校
と
治
田
小
学

校
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
図
書
委
員
会
や
保
護
者
、

市
立
図
書
館
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
よ
る
書
架
サ
イ
ン
作
り
や
ラ

ベ
ル
の
書
き
換
え
作
業
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
丁
寧
な
下
準
備
が
、
成
功
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

本
番
は
、
す
べ
て
の
図
書
を
書
架
か

ら
下
ろ
す
作
業
、
書
架
の
配
置
換
え
、

分
類
ご
と
に
入
れ
直
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
教
職
員
が
力
を
合
わ

せ
、
み
ん
な
で
図
書
館
を
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た
。
新
し
い
図
書
館

を
早
く
子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
期
待
で
胸
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
最
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

栗
東
西
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
冬
の
作

業
に
向
け
て
、
図
書
委
員
会
や
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
図
書
館
は
、
休

み
時
間
に
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
座

る
席
が
な
い
ほ
ど
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
列
が
で
き
、
楽
し
そ
う
に
本
を
選

ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ

た
図
書
館
が
子
ど
も
た
ち
に
自
然
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

図
書
に
出
会
え
る
よ
う
、今
後
も
順
次
、

学
校
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

～
も
っ
と
身
近
で
、
使
い
や
す
く
～

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

学
校
図
書
館

生まれ変わった図書館に多くの子どもたち
が集まっています（治田小）

リニューアルオープンに向けて、
先生のオリエンテーションを行い
ました（大宝西小）

みんな一丸となって
作業中（治田小）
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教育委員会委員に内記一彦さん
　

本
市
の
教
育
委
員
に
内
記
一

彦
さ
ん(

御
園)

が
10
月
1
日

付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
記
委
員
は
、
本
市
の
教
育

部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
27

年
4
月
１
日
よ
り
教
育
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
に
あ
た
り
「
将
来
に
夢

を
持
ち
、
自
尊
感
情
を
高
め
、

生
き
る
力
を
し
っ
か
り
と
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
る
栗

東
市
と
な
る
よ
う
に
微
力
な
が

ら
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の
健

全
な
成
長
や
人
格
形
成
に
悪
影

響
を
与
え
、
将
来
世
代
の
育
成

に
懸
念
を
及
ぼ
す
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
身
体
に
外
傷

を
負
わ
す
（
負
わ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
行
為
を
含
む
）「
身
体
的

虐
待
」、
児
童
に
対
し
て
み
だ

ら
な
行
為
を
す
る
・
さ
せ
る

「
性
的
虐
待
」、
十
分
な
養
育
を

し
な
い
（
食
事
を
与
え
な
い
、

病
院
や
健
診
に
連
れ
て
行
か
な

い
、
通
学
さ
せ
な
い
）「
ネ
グ

レ
ク
ト
」、
子
ど
も
に
暴
言
を

浴
び
せ
る
、
配
偶
者
間
の
喧
嘩

や
暴
力
を
見
せ
る
「
心
理
的
虐

待
」
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
見
て「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
た
め
ら
わ
ず
、
最
寄
り
の
子

ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
児
童
相

談
室
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。オレンジリボンには子ども虐待

を防止するというメッセージが
込められています。

◦栗東市家庭児童相談室　
　☎551-0300（平日10:15 ～ 17:15）

◦滋賀県中央子ども家庭相談センター　
　☎562-1121（平日８:30 ～ 17:15）

◦子どもを守る虐待ホットライン
　☎562-8996（24時間受付）

◦児童虐待全国共通ダイヤル
　☎189（☎0570-064-000）
　（近くの子ども家庭相談センターに電話が
　つながります。）

◦草津警察署　
　☎563-0110

児童虐待の連絡・子どもに関わる相談

問
家
庭
児
童
相
談
室 

  

☎
551-

０
３
０
０ 

ＦＡＸ
552-

９
３
２
０

１１月は児童虐待防止推進月間

　

問
教
育
総
務
課 

庶
務
係

  　

☎
551-

０
１
２
９　

　

  

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

毎年、「児童虐待キャラバン隊」
が市役所を訪問しています

大栄環境ホールディングス㈱と災害廃棄物処理の協定締結
　

10
月
12
日
、
本
市
は
大
栄
環

境
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と

「
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
出

る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
・

円
滑
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

災
害
時
、
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
で
処
理
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
な
ど
に
市
の
要
請
に

応
じ
て
必
要
な
人
員
、
車
両
、

重
機
、
資
材
な
ど
を
大
栄
環
境

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
が
調

達
。
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
、
収

集
運
搬
や
処
分
な
ど
に
協
力
・

支
援
い
た
だ
き
ま
す
。

　

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  　

☎
551-

０
３
４
１　

　

  

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

金子文雄 代表取締役社長（左）と野村市長
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

10
月
8
日
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」

を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
各
方
面
で
市
の

発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
に
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
功
績

に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
連
日
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
と

り
あ
げ
ら
れ
る
虐
待
の
報
道
に
、
胸
を

痛
め
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
積
み
重
ね
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
起
こ
る
虐
待

は
、
親
子
を
傷
つ
け
苦
し
め
、
子
ど
も

の
将
来
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
虐
待
防
止
を
呼
び
か

け
る
た
め
の
行
動
と
し
て
、
11
月
1
日

に
市
内
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。
10

月
末
に
は
、「
子
ど
も
の
笑
顔
が
い
ち

ば
ん
！
」
を
合
言
葉
に
た
す
き
を
つ
な

ぐ
「
び
わ
湖
一
周
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た

す
き
リ
レ
ー
」、
庁
舎
前
で
児
童
虐
待

防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
虐
待
防
止
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

　

あ
な
た
自
身
や
周
り
の
親
子
の
悩
み

な
ど
、
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家

庭
児
童
相
談
室
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
、
各
地
で
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
や
文
化
祭
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
輪
を
広
げ
な

が
ら
、
充
実
し
た
秋
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
！
　
つ
な
が
る
栗
東
市
へ

　

滋
賀
県
が
実
施
し
て
い
る
、
旧
Ｒ
Ｄ

最
終
処
分
場
問
題
解
決
の
た
め
の
二
次

対
策
工
事
は
、
平
成
32
年
度
末
完
了
を

目
指
し
て
現
在
施
工
中
で
す
。

　

二
次
対
策
工
事
は
、
廃
棄
物
な
ど
の

掘
削
除
去
を
行
う
と
と
も
に
、
底
面
粘

土
層
の
修
復
と
側
面
地
下
水
帯
水
層
の

遮
水
を
行
い
、
併
せ
て
浸
透
水
を
揚
水

処
理
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環

境
保
全
上
の
支
障
、
そ
の
恐
れ
を
除
去

す
る
も
の
で
す
。

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

　

処
分
場
の
浸
透
水
、
周
辺
地
下
水
の

水
質
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成

30
年
6
月
の
調
査
で
は
、
ひ
素
、
ほ
う

素
で
環
境
基
準
を
超
過
す
る
地
点
が
あ

り
ま
し
た
。
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題

連
絡
協
議
会
で
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
二
次
対
策
工
事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
計
画
案
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て

い
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
の
工
事
施
工
箇
所

◦
Ａ
工
区
…
選
別
土
が
仮
置
き
さ
れ
て

い
ま
す

◦
Ｂ
工
区
…
鉛
直
遮
水
工
、
洪
水
調
整

設
備
工
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す

◦
Ｃ
工
区
…
鉛
直
遮
水
工
、
選
別
土
で

の
埋
め
戻
し
が
実
施
さ
れ
ま
す

問
市
役
所 

産
業
廃
棄
物
対
策
室

  

☎
551-

０
４
６
９ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

　

滋
賀
県 

最
終
処
分
場
特
別
対
策
室

  

☎
528-

３
６
７
０ 

ＦＡＸ
528-

４
８
４
９

Ｂ工区
CD 区画 選別処理施設

水処理施設埋戻し可能物

◦
Ｄ･

Ｅ
工
区
…
工
事
用
進
入
路
設

置
、
底
面
・
側
面
遮
水
工
が
実
施
さ

れ
ま
す

◦
有
害
物
掘
削
除
去
…
Ｃ
・
Ｄ
区
画
、Ｆ
・

Ｇ
区
画
の
掘
削
が
実
施
さ
れ
ま
す

　　

な
お
、
工
事
状
況
に
つ
い
て
、
工
事

の
進
捗
に
合
せ
て
、
現
場
見
学
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
地
下
水
な
ど
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

引
き
続
き
ご
留
意
く
だ
さ
い
。工事や周辺地下水などの状況、現地見学会の詳

細は、県ホームページ（http://www.pref.shiga.
lg.jp/d/saisyu/index.html）をご覧ください。

C 工区

A 工区

D 工区

E 工区KL 区画

EFGI 区画

二
次
対
策
工
事
の
進
捗
状
況

旧
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場

平成 30 年度の工事施工箇所

（滋賀県資料引用）

昨年度の「びわ湖一周オレンジ
リボンたすきリレー」　
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～栗東市子育てのための12か条＜子どもへのとの接し方４か条＞～

子育て情報
～子どもの着脱「自分でできたよ」～
　着脱は○歳になったら○○ができるというもの
ではありませんので、子どもの様子や状態をみな
がらすすめましょう。
■ハイハイのころ…動きが出てくるので、衣服は
上下に分かれており、ボタンの少ない物にすると
着脱させやすいです。
■つかまり立ちのころ…ズボン（オムツ）をつか
まり立ちで脱ぎ着させると、自分で片足を上げる
ようになります。脱がせる時も立たせて、ズボン
を足首まで下ろすと、ズボンから足を抜こうとし
たり、服の袖を持つと腕を抜こうとしたりします。
■自分で立てるころ…
＜上着＞かぶるタイプの上着が着やすいです。首
をとおして、服のすそを下ろすと腕を出そうとし
ます。大人が袖を持って ｢ こっちだよ ｣ と誘導す
ると通しやすくなります。
＜ズボン＞腰周りはゴムで半ズボンだと自分でや
りやすいです。大人にもたれておすわりをさせる
と、自分で履く動作がわかりやすいです。座らせ
てズボンに足を通した後、立たせてからズボンを
上げるようにします。伸縮しやすい物や、ゆとり
のある衣服がいいですね。
■慣れてくると…ズボンを上げるように言葉をか
けると、前の方だけ上げようとします。上がりに
くい後ろ側をサポートしながら「自分でできた」
という気持ちを大切にしましょう。毎日している
うちに「自分で」とがんばりたい気持ちが芽生え
てきます。初めはうまくいかず、かんしゃくを起
こしたり、泣いたりすることもあるかもしれませ
んが、一緒にしたり、少しサポートしたりするこ
とで、「自分でできた！」という
気持ちが持てます。さらに、「上
手にできたね」とほめることで
次の「やってみよう」の意欲に
つながっていきます。

「架空請求」心当たりのないハガキは無視

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
　☎ 551-0115（局番なし 188）　ＦＡＸ 551-0432
　滋賀県消費生活センター （相談無料）
　☎ 0749-23-0999

　　　草津警察署安全伝言板

問草津警察署警務課　
　☎ 563-0110　ＦＡＸ 563-0116

　11月25日から12月１日は犯罪被害者週間
です。地域全体で「被害者を支え、被害者も
加害者も出さない街づくり」を実現していき
ましょう。滋賀県警察や民間被害者支援団体
では、相談窓口がありますので、ご利用くだ
さい。各警察署にも相談窓口があります。
【被害者支援に関する相談窓口】
・犯罪被害者サポートテレホン
　☎521-8341（平日 10時～16時）
・（公社）おうみ犯罪被害者支援センター
　☎525-8103（平日 10時～16時）
・警察総合相談電話（県民の声110番）
　☎525-0110（平日 ８時30分～17時15分）
・性犯罪被害者相談電話（性犯罪110番）　
　☎522-1551　
　フリーダイヤル 0120-167110（24時間）

問地域子育て包括支援センター
・大宝東児童館内　☎ 551-2370ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
　　　　　　　　　☎ 553-3907ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内　  ☎ 558-3527ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内　☎ 554-6115ＦＡＸ 554-6116

  被害者支援に対する理解を

　市内では、「架空請求ハガキ」が送付され
てきたという相談が急増しています。手口を
知り被害に遭わないようにしましょう。
＜事例＞「消費料金に関する訴訟最終告知の
お知らせ」と書かれたハガキが届いた。電話
をすると弁護士を名乗る者を紹介され、指示
に従いコンビニでギフト券を購入し、番号を
伝えて取り下げ料 10 万円を支払った。　
＜助言＞公的機関のような名称をかたり、法
的措置を取ると不安をあおります。架空請求
を行う悪質業者は消費者の情報を把握してい
るわけではなく、何らかの名簿をもとに送付
しています。ハガキに書かれている電話番号
へは絶対に電話をしてはいけません。無視を
してください。
　不安に思えば、すぐに警察や消費生活相談
窓口へ相談してください。
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48

《治田幼稚園》はきものをそろえて、相手を思いやりましょう問
幼
児
課　

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

　

園
で
は
、
12
か
条
の
取
組
み
の

中
で
も
、
特
に
「
は
き
も
の
を
そ

ろ
え
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
る
大
切

さ
を
職
員
劇
で
伝
え
た
り
、
ス
リ

ッ
パ
が
そ
ろ
っ
た
状
態
と
乱
れ
た

状
態
の
写
真
を
ト
イ
レ
前
に
掲
示

す
る
な
ど
の
取
組
み
を
と
お
し
て
、

３
歳
児
も
気
付
い
て
そ
ろ
え
る
姿

が
見
ら
れ
は
じ
め
ま
し
た
。
卒
園

の
こ
ろ
に
は
靴
箱
の
靴
も
、
ふ
ち

に
沿
っ
て
見
事
に
全
員
が
そ
ろ
え

ら
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま
す
。

　
「
は
き
も
の
を
そ
ろ
え
る
こ
と

は
心
を
そ
ろ
え
る
こ
と
」
と
言
い

ま
す
。
自
分
の
心
も
す
っ
き
り
し
、

心
に
余
裕
が
で
き
る
と
周
り
へ
の

気
配
り
も
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

公
共
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
と

と
も
に
、
相

手
を
思
い
や

る
気
持
ち
も

育
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

りっとう市民秋まつり

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
音
楽
の
秋
、
食
欲

の
秋
「
11
月
11
日
」
は
、
み
ん
な
で

金
勝
山
へ
、
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

　

昨
年
、
装
い
を
新
た
に
「
秋
ま
つ

り
」
と
し
て
復
活
し
た
り
っ
と
う

市
民
ま
つ
り
。
お
か
げ
さ
ま
で
約

１
７
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
世
界
と
出
会
う
交
流
広

場
」
や
「
ミ
ナ
ツ
ナ
マ
ル
シ
ェ
」
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
さ
ら
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。
木
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
や
馬
の
ま
ち
栗
東
な
ら

で
は
の
乗
馬
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を

は
じ
め
、
木
登
り
、
ツ
リ
ー
ハ
ン
モ

ッ
ク
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
圧
巻
の
ス

テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
栗
東
の

食
を
堪
能
で
き
る
マ
ル
シ
ェ
な
ど
秋

の
金
勝
山
に
は
楽
し
み
な
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問栗東市観光物産協会
　☎ 551-0126 ／ＦＡＸ 551-6158
　ホームページ    https://www.ritto-kanko.com
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よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
８

市内飲食店の出店もあり、金勝の雄大な自然の中で
秋の一日を楽しめます。

スラックライン（ベルト状の上を歩
いたりジャンプしたりするスポー
ツ）が体験できます。

※
会
場
ま
で
は
、
市
内
４
か
所
（
栗

東
駅
、
市
役
所
、
コ
ミ
セ
ン
葉
山

東
、
コ
ミ
セ
ン
金
勝
）
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

市
役
所
、
コ
ミ
セ
ン
葉
山
東
、
コ

ミ
セ
ン
金
勝
に
無
料
駐
車
場
が
あ

り
ま
す

※
会
場
周
辺
の
平
谷
球
場
に
有
料
臨

時
駐
車
場
（
清
掃
協
力
金
５
０
０

円
）
を
用
意
し
て
い
ま
す

※
道
の
駅
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う
前

の
駐
車
場
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
転

回
場
の
た
め
、
利
用
で
き
ま
せ
ん

ロープを使った木登り体験では、高
いところから秋の自然を眺めること
ができます。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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今月のうますぎ★ブランド
例年好評の「栗東大なべ」はもちろんのこと、生
産者自慢の取れたて野菜の直売や野菜の出来を競
うコンテストが行われます。また、栗東産の作物
を使った加工品など、地元産のものがたくさん販
売されます。
　当日は JA 栗東市のマスコット「クリまる」も
参加する予定です。例年多くの人が訪れている栗
東農業まつり。活気あふれる雰囲気を楽しみにお
出かけしてみてくださいね。

　お祭りは、季節によって持つ意味合いが変わり
ますが、収穫の季節に開催される秋の祭りは無事
に収穫できたことを神様に報告することや、収穫
に対する感謝の気持ちを表すことが起源となって
います。
　栗東でも、収穫の喜びを分かち合う栗東農業ま
つりが今年も開催されます。栗東農業まつりでは、

栗東農業まつり

問農林課 農政係　☎551-0124　ＦＡＸ551-0148
　JA栗東市 農産課　☎552-0575

◀
栗
東
産
の
お
い
し
い
も
の
が
た

く
さ
ん
販
売
さ
れ
ま
す
。

栗東農業まつり
 ◦日時…11 月 17 日㈯・18 日㈰
　　　　 ９時 30 分～ 15 時
 ◦場所…JA 栗東市総合センター桃李館前

馬のまち栗東コラム

馬の蹄
ひづめ

はなぜ1つに？

　馬は 1 本の肢
あ し

に 1 つの蹄を持つ奇
き

蹄
て い

目
も く

ですが、
馬の祖先とされている「エオヒプス」は前肢には
4 つ、後肢には 3 つの蹄がありました。一方、似
た動物としてよく挙げられる鹿は 2 つの蹄を持ち
偶
ぐ う

蹄
て い

目
も く

に属しています。なぜ、馬は鹿と違い蹄が
1 つになったのでしょうか？

　草食動物は肉食動物から狙われる存在であり、
逃げなければいけません。速く走るためには、ス
トライド（歩幅）を伸ばすことが必要です。スト
ライドを伸ばすために、馬は最も長い指である中
指のみを残すことを選び、他の指は退化していき
ました。現在の馬の外貌を見ると、中指以外で残
るのは退化した親指の痕跡と言われる「夜

よ

目
め

」が
残るだけです。
　一方、鹿は速いだけでなく高いところや荒地へ
逃げるために、凹凸や急斜面にも対応できるよう
に 2 つの蹄が残ったと考えられています。
　今回、紹介した蹄が 1 つになった話以外にも
馬の身体には速く走るための秘密が数多くありま
す。今後、このコーナーで掲載していきます。

問元気創造政策課 馬事業企画室
　☎551-1808　ＦＡＸ553-1280
　（協力：JRA栗東トレーニング・センター）

◀
人
と
馬
と
の
肢
の
比
較
。
指
に
相
当
す
る

部
分
が
非
常
に
長
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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「
手
原
駅
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催

９月17日（JR手原駅周辺）
　栗東の特産品を揃えた「手原駅マルシェ」
が開催され、40周年を迎える地域の団体「手
原繁栄会」が、地名の由来となった伝説を
元に作った「てはらみまんじゅう」を販売。
江戸時代にあった立

た て

場
ば

の名前を冠したコー
ヒーも登場し、駅前が賑わいました。

農
業
分
野
で
ド
ロ
ー
ン
の
実
演
会

10月13日（上砥山地域）
　「ドローンを活用した農業を考えよう」
と、上砥山営農組合が市内で初めて、農業
分野でドローンを用いた実演会を開催しま
した。病害虫などの予防や駆除作業用・運
搬用ドローンの実演があり、参加者が将来
の農業を考える機会になりました。

９月12日（大野神社）
　好評だった大野神社での歌の奉納会が今年
も開催。地域の皆さんによる団体「なごやか
サークル」が拝殿で「金勝尋常小学校行進
曲」など全９曲の美しいコーラスを奉納しま
した。雨が降る中でしたが、会場は美しい歌
声と和やかな雰囲気に包まれました。

10月５日（市役所）
　「第18回全国障害者スポーツ大会」に出
場する、伊藤さゆり選手（フライングディ
スク）の激励会が開かれました。滋賀県大
会のディスタンスで県大会新記録を出した
伊藤選手から「精一杯頑張ってきます」と
力強い決意表明がされました。

10 月 12 日（金勝地域）
　膝や腰への負担が少なく、全身運
動の効果が期待できる「ノルディック
ウォーキング」が金勝学区地域振興協議
会の主催で開催。21人の参加者は、２
本のポールを使った歩き方などを教え
てもらい、コミュニティセンター金勝
から九品の滝、大野神社までをウォー
キング。爽やかな秋を感じながら、体
にやさしいスポーツを体験しました。

ポールを使って
健康的なウォーキング

神
社
に
美
し
い
歌
を
奉
納

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
決
意
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

10月10日（治田西小学校）
　さきら主催の「小学校芸術鑑賞教室」で

「京都フィルハーモニー室内合奏団」によ
るコンサートが市内全小学校で開催されま
した。ヴァイオリン体験では、児童２人が

「おもちゃのチャチャチャ」を一緒に演奏。
本格的なクラッシック音楽を身近に感じら
れる貴重な時間になりました。

９月13日（治田小学校）
　本年度より９月を「治田小防災月間」と位置づけ、学年・
学級で「防災教室」が実施されました。６年生では、平成
25年に台風18号で大きな被害があった目川の水害を地域の
人から学びました。当時や現在の自治会長、防災士が、水害
の状況や災害に向けての備え、地域の助け合いについて話
し、子どもたちはメモをとりながら、真剣に学習しました。

地域の人から防災を学ぶ

９月24日（JRA栗東トレー
ニング・センター乗馬苑）
　「ウマシタ！ 2018・馬に
親しむ日」がJRA栗東トレー
ニング・センターと公益財団
法人栗東市体育協会の共催で
開催。ジョッキーとふれ合え
るイベント、乗馬体験などの
内容で来場者が楽しいひとと
きを過ごしました。

馬に親しむ
イベントが開催

小学校で
クラシックコンサート
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No.９５８
2018  11・１

人口（10月１日現在）　人口69,270人　男34,505人　女34,765人　前月より 59人増　世帯数27,628世帯

JRA騎手から革職人に転身

　元JRA騎手。1989年にデビューし、5戦目
で初勝利。騎手の傍ら2000年ごろから革製
品を独学で作り始める。2005年、通算1948
戦77勝で引退。革職人に転身し、ブランド

「Bull'z-F」を立ち上げる。財布や鞄だけでな
く、馬の調教時に身に付
ける防具も製作し、元騎
手だからこそ知り尽くし
た防具の使い心地とおし
ゃれなデザインが評判に
なっています。

■
革
製
品
を
作
り
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
木
工
な
ど
の
物
づ

く
り
が
好
き
で
、
騎
手
時
代
も
趣
味
で

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
や
陶
芸
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
に
、
革
製
品
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
欲
し
い

財
布
が
既
製
品
で
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
、
自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
こ
と
で
す
。
革
製
品
を
手
作
り
す
る

材
料
や
道
具
が
売
っ
て
い
た
の
で
作
っ

て
み
ま
し
た
が
、
思
い
ど
お
り
に
で
き

あ
が
ら
な
く
て
、
そ
こ
か
ら
独
学
で
の

挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

け
が
が
続
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

16
年
間
続
け
た
騎
手
を
引
退
し
、
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
ろ
う

と
決
意
し
ま
し
た
。

■
馬
の
調
教
用
の
防
具
と
は
？

　

騎
手
時
代
に
、
自
分
が
使
う
チ
ャ
ッ

プ
ス
（
脚
部
の
防
具
）
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
革
を
使
っ
て
自
分
好
み
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
内
、
騎
手
仲
間
や
調
教

助
手
に
も
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
チ
ャ
ッ
プ
ス
の
注
文
数
が

２
０
０
本
以
上
あ
り
、
半
年
で
製
作
し

て
い
ま
す
。
厩
舎
の
カ
ラ
ー
を
取
り
入

れ
た
り
、
要
望
が
あ
れ
ば
細
か
い
パ
ー

ツ
や
フ
リ
ン
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
も

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
承
っ
て
い
ま
す
。

■
製
作
の
楽
し
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す

か
？

　

で
き
あ
が
り
の
目
途
が
立
っ
て
き

て
、
少
し
ず
つ
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
形

が
見
え
て
く
る
時
が
、
作
業
し
て
い
て

楽
し
い
で
す
。

　

今
は
納
得
し
た
も
の
を
作
れ
る
の

で
、
以
前
に
比
べ
て
、
技
術
も
上
が

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
さ
ま

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
一
つ
ひ

と
つ
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

■
今
後
考
え
て
い
る
こ
と
は
？

　

滋
賀
の
イ
ベ
ン
ト
も
含
め
、
全
国

の
色
々
な
手
作
り
市
に
出
店
し
た
い

で
す
。
今
後
、
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
も
本
格
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
9
月
か
ら
、
市
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、
馬
に
ち

な
ん
だ
革
の
小
物
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
し

て
、
馬
の
ま
ち
栗
東
を
自
分
ら
し
く

盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

佐伯 清久さん（47 歳・下戸山）

佐伯さんの世界観がつまった革のミニチュ
ア作品。手先の器用さがよくわかります。

★輝く栗東人


